
予算化した業務変革取組「DX取組（令和3,4,5年度取組分）」の効果検証について ※導入経費の単位：円　

No. 取組名称 担当部署 デジタル行政推進本部における確認時の評価内容等

〔予算化部署〕 市民等側 行政(職員)側

1 市民公開GISの拡充・窓

口閲覧用端末導入

令和3年度 都市計画課・建

築課

〔都市計画課〕

△735.1時間 ・情報取得の迅速化・

多様化

・窓口対応等の省力

化・効率化

窓口対応件数が減少したほか、システムの効果的な

活用によって窓口対応自体の負担軽減が図れてい

る。

アクセス数が増加し窓口対応が減少した結果から、

事業者・市民等にとってシステムが有効なものであ

ると考察する。

2 保育業務支援システムの

導入

令和3年度 幼児課

〔〃〕

△2,407時間 ・連絡手段の多様化

・情報取得の迅速化・

多様化

・保護者連絡の効率化

・保育関連事務の効率

化

登降園管理や欠席連絡応対、保護者連絡において、

効率化が図られている。

保護者にとって、電話連絡の手間削減、園だより等

の情報をリアルタイムに確認できるようになってお

り、サービス向上につながっている。

3 電子申請システム 令和3年度 デジタル行政推

進課

〔〃〕

△8,632時間 ・手続き手段の多様化 ・窓口対応等の省力化

・受付業務の効率化

市民向けDXの要として、全庁挙げての電子化への転

換を進めるために必要なシステムである。

進捗管理の徹底と周知啓発も含めた相談サポート等

を行うこと。

4 手続きガイドシステム 令和3年度 デジタル行政推

進課

〔〃〕

△173時間 ・情報取得の迅速化・

多様化

・問合せ対応等の省力

化

いつでもどこからでも各種手続きの方法や来庁場

所・提出物・持参物を確認できる当該システムを

使ったサービスは、効果的な取組であると考える

が、サービスの利用実態等を確認するとともに、他

自治体の動向を踏まえたうえで、サービスの継続の

可否もあわせて検討されたい。

5 RPA・AI-OCR 令和3年度 デジタル行政推

進課

〔〃〕

△324時間 － ・作業の省力化

・業務の効率化

RPAやAI-OCRを活用した業務では、作業時間の短縮

が図れ、省力化につながっていると考える。

RPA等の展開にかかる体制構築や展開の際の業務プ

ロセス・フローの見直し意識の定着を図られたい。

取組開始

(予算化)年度

客観的効果

年間削減時間

(R5-取組前)

主観的効果

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 8,965,000

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 37,823,949

ランニング経費 3,636,600 3,636,600 3,636,600 3,636,600 3,333,550

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費

ランニング経費 0 1,946,208 3,008,280 3,140,280 1,570,140

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費

ランニング経費 455,686 2,356,508 2,434,608 2,434,608 1,217,304

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費

ランニング経費 2,521,200 2,428,800 5,456,000



No. 取組名称 担当部署 デジタル行政推進本部における確認時の評価内容等

〔予算化部署〕 市民等側 行政(職員)側

取組開始

(予算化)年度

客観的効果

年間削減時間

(R5-取組前)

主観的効果

6 DX実証実験プロジェクト

事業

令和3年度 デジタル行政推

進課

〔〃〕

－ ・観光MaaSのR5実装 ・官民連携によるDX推

進

地域課題の解決等を目指す本取組は、庁内における

地域DXに向けた意識の醸成、民間事業者等のノウハ

ウや技術と接する機会の提供にもつながり、有効な

取組であると考える。次期プロジェクトのあり方の

調整も含めて、検討を進められたい。

7 人事部門の総合的DX 令和4年度 人事課

〔〃〕

（131時間） － ・職員勤怠管理等の効

率化

全職員にかかるシステムであるということを念頭に

利便性を高める利用方法の確立とその周知に努めら

れたい。

あわせて、職員の働き方を可視化できるシステムで

あるため、データを活用した取組の検討が必要であ

る。

8 契約手続きの電子化 令和4年度 契約管理課

〔〃〕

△55.7時間 ・事業者における来

庁・押印等の手間軽減

・契約・請求対応事務

の効率化

事務の削減等だけでなく、事業者の利便性向上にも

寄与するものであり、また庁内事務のペーパーレス

や電子化の取組を一層推進するものであることか

ら、引き続きサービス利用の拡大を図られたい。

9 デジタル媒体での市政情

報発信強化と充実

令和4年度 秘書広報課

〔〃〕

－ ・情報取得の迅速化・

多様化

・情報発信の強化 ホームページのリニューアル及び公式LINEにおける

リッチメニュー機能追加による情報発信の強化によ

り、ホームページへのアクセスが増加したと考察で

き、市政等の情報発信を強化していくうえで有効な

取組であると考える。

迅速に市政情報を届けるツールであるLINEの効果を

高めるためには、友だち数を増やすことが最優先で

あることから、かかる対応を強化されたい。

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 0 5,521,000 7,670,000

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 0 51,920,000

ランニング経費 5,478,000 24,024,000 24,024,000 24,024,000 24,024,000

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 397,958

ランニング経費 22,058 488,193

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 1,267,750 1,001,000 1,001,000 250,250

ランニング経費 1,212,750 1,617,000 1,617,000 404,250



No. 取組名称 担当部署 デジタル行政推進本部における確認時の評価内容等

〔予算化部署〕 市民等側 行政(職員)側

取組開始

(予算化)年度

客観的効果

年間削減時間

(R5-取組前)

主観的効果

10 図書館テレワーク環境整

備

令和4年度 生涯学習課（図

書館）

〔〃〕

△326時間 ・利用者サービスの向

上

・情報共有の迅速化

・移動時間の削減

点在する図書館同士の連携において、会議等の開催

に伴う移動時間の削減や、迅速・正確な情報共有と

連携を図るだけでなく、図書館利用者の問合せに対

する回答での活用や、外部研修の受講においても積

極的に活用されており、効果が発揮されている。

11 勤務シフト作成システム

の導入

令和4年度 生涯学習課（図

書館）

〔〃〕

△144時間 － ・作業の省力化 シフト勤務表に作成にかかる時間を、月12時間あま

り削減できたことから、業務の省力化の点で大きな

効果があったと考える。

12 文化・スポーツ施設利用

予約のオンライン化

令和4年度 文化スポーツ課

〔〃〕

△3,096時間 ・記入負担の軽減 ・施設予約管理事務の

効率化

システムによる施設予約が大半を占めるものとなる

よう、積極的な利用周知等を行い、施設予約にかか

る一層の利便性向上と事務負担の軽減を図られた

い。

13 福祉医療受給者台帳と基

幹系システム他情報の効

率的な運営

令和4年度 保険年金課

〔〃〕

△7時間 － ・作業の効率化 従来の紙等で障害者手帳情報を確認・突合等してい

た事務が、システム連携により作業の省力化と事務

の確実性につながったと考える。

14 呼出機能付き番号案内表

示システムの導入

令和4年度 市民課、税務

課、保険年金課

〔市民課〕

－ ・窓口待ち時間の短縮

化

・窓口業務の効率化 特に来庁者の多い窓口部門では必要なシステムであ

り、さらに新システムによる混雑状況の可視化や複

数部署との連携を可能とする機能等は、昨年度に引

き続き、窓口対応業務における効率化や来庁者の利

便性向上につながっていると考える。

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 68,750

ランニング経費 105,875 138,600

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 385,000

ランニング経費 165,000

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 16,500,000

ランニング経費 4,620,000 4,620,000 4,620,000 4,620,000 4,620,000

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 1,056,000

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費

ランニング経費 692,120 2,076,360 2,076,360 2,076,360 2,076,360 1,384,240



No. 取組名称 担当部署 デジタル行政推進本部における確認時の評価内容等

〔予算化部署〕 市民等側 行政(職員)側

取組開始

(予算化)年度

客観的効果

年間削減時間

(R5-取組前)

主観的効果

15 らくらく窓口証明書交付

サービスの導入

令和4年度 市民課、各市民

サービス窓口

〔市民課〕

△3,251時間 ・記入負担の軽減 ・受付業務の負担軽減 各サービス窓口において、約3割が本サービスを利用

した証明書交付であり、窓口での証明書交付にかか

る負担軽減と、利用者における待ち時間等の削減、

書かない窓口としての相乗効果につながっていると

考える。

16 電子申請サポート窓口の

設置

令和4年度 くらし窓口課

〔〃〕

－ ・窓口待ち時間の短縮

化

・問合せ対応等の省力

化

多種多様な問合せに対応する部署として、来庁者へ

の柔軟で即時の応対が可能となった取組であると考

える。

所管関係部署との連携を図り、来庁者の電子手続時

におけるサポートを引き続き実施されたい。

17 訪問支援システム端末導

入

令和4年度 社会福祉課

〔〃〕

－ － ・訪問前後事務の効率

化

個人情報の持出しにあたり、紛失や情報漏洩のリス

クを低減でき、かつ事務の効率化にも寄与できてい

ると考える。

18 休日急患診療所レセプト

コンピュータシステム更

新及び自動精算機の導入

令和4年度 地域医療課

〔〃〕

－ ・窓口待ち時間の短縮

化

・レセプト事務、会計

事務の省力化

オンライン資格確認と自動精算機の利用により、精

算事務の省力化・効率化が図れているとともに、非

接触による窓口対応を実現でき衛生面での対応が徹

底できるようになっている。

19 営繕積算業務システムの

導入

令和4年度 建築課

〔建設監理課〕

△693時間 － ・業務の精度向上 施設等の建築や修繕にかかる積算業務における精度

向上と違算防止が図れており、業務の効率化に寄与

できている。

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 3,806,000

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 107,074

ランニング経費 10,000 29,700

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 1,006,203

ランニング経費 337,920

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 469,920 1,409,760 1,409,760 1,409,760 1,409,760 939,840

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費

ランニング経費 444,774 708,840



No. 取組名称 担当部署 デジタル行政推進本部における確認時の評価内容等

〔予算化部署〕 市民等側 行政(職員)側

取組開始

(予算化)年度

客観的効果

年間削減時間

(R5-取組前)

主観的効果

20 公営住宅管理システムの

住民情報システム利用へ

の移行

令和4年度 住宅課

〔〃〕

△75時間 ・納付手段の多様化

・手続きの簡略化

・作業の省力化 公営住宅管理にかかる事務負担の軽減、効率化が図

れており、利用者自身の書類準備や利用料振込の場

面においても手間が軽減できている。

21 AI型ドリルソフトの導入 令和4年度 教育改革推進室

〔〃〕

－ ・児童生徒の個別最適

な学びの促進

・採点事務の負担軽減

・学習状況の把握

指標推移や効果検証結果から、徐々に学力向上への

成果が現れてきており、また、教職員の採点等にか

かる負担軽減にもつながっており、効果的な取組と

考える。

引き続き、児童生徒による積極的な活用が進むよ

う、教職員向けの研修等を実施されたい。

22 授業支援ソフトの導入 令和4年度 教育改革推進室

〔〃〕

－ ・児童生徒の主体的・

協働的な学びの促進

・授業の効率化 児童生徒のソフト活用スキルの定着が進んでおり、

引き続き、児童生徒による積極的な活用が進むよ

う、教職員向けの研修等を実施されたい。

23 校務支援システムへのグ

ループウェア機能追加

令和4年度 教育改革推進室

〔〃〕

－ － ・教職員の情報共有の

円滑化

各教職員がグループウェアを活用し、情報共有の円

滑化と各種校務の作業の削減・簡素化を図られてい

る。引き続き、学校間の活用の差を解消し、システ

ム活用によるさらなら教職員の働き方改革の推進に

努められたい。

24 ビジネスチャットツール

の導入

令和4年度 デジタル行政推

進課

〔〃〕

△8,161時間 － ・コミュニケーション

手段の迅速化・効率

化・質向上

通常業務におけるコミュニケーションツールとして

の利用だけでなく、災害時や除雪対応時における招

集・情報共有にも多く利用されており、導入した効

果は大きいと考える。

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費

ランニング経費 2,860,440 1,429,560

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費

ランニング経費 28,385,280 38,591,520

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費

ランニング経費 8,337,780 9,065,430

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 2,657,127 2,825,394 2,825,196 2,825,196

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費

ランニング経費 3,920,400 6,415,200



No. 取組名称 担当部署 デジタル行政推進本部における確認時の評価内容等

〔予算化部署〕 市民等側 行政(職員)側

取組開始

(予算化)年度

客観的効果

年間削減時間

(R5-取組前)

主観的効果

25 全庁ネットワーク環境更

改等と情報系ネットワー

クの無線LAN環境の整備

令和4年度 デジタル行政推

進課

〔〃〕

－ － ・庁内業務のペーパー

レス化・効率化

庁内業務を遂行するうえで必要不可欠な端末の無線

化対応を実現したものであり、場所にとらわれない

会議・打合せスタイルの確立とペーパーレス促進に

寄与できたと考える。

26 自治体情報システム標準

化対応

令和4年度 デジタル行政推

進課

〔〃〕

－ － － 国の標準準拠システムの利用は自治体の責務となっ

ており、関係部署との連携・調整等を密にして、引

き続き移行に向けて取り組まれたい。

27 電子決裁機能付き文書管

理システムの導入

令和5年度 総務課

〔〃〕

－ － ・決裁事務の電子化と

効率化

新システムによる文書管理や電子決裁が円滑に行え

るように、引き続き、全職員への周知啓発等に努め

られたい。

28 自治会活動の活性化・運

営事務効率化

令和5年度 市民活躍課

〔〃〕

－ ・自治会運営の効率化 － 自治会活動を持続可能なものとするために、本取組

は効果的だと考える。デジタル化の必要性や成功事

例などを一層周知し、受講と補助金活用を促してい

く必要がある。

29 デジタル技術を活用した

学校体育館等利便性向上

事業

令和5年度 文化スポーツ

課・すこやか教

育推進課

〔〃〕

－ ・記入負担の軽減 ・施設予約管理事務の

効率化

システムによる施設予約が大半を占めるものとなる

よう、学校関係者や利用団体との調整も踏まえた

ルールの見直しや改善も行いつつ、積極的な利用周

知等を行い、施設予約にかかる一層の利便性向上と

事務負担の軽減を図られたい。

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 150,216,000 46,134,000

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 11,880,000 16,445,000

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費

ランニング経費 0 8,616,300 17,232,600 17,232,600 17,232,600 17,232,600 8,616,300

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 4,031,000 2,838,000 2,839,125

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 25,124,000

ランニング経費



No. 取組名称 担当部署 デジタル行政推進本部における確認時の評価内容等

〔予算化部署〕 市民等側 行政(職員)側

取組開始

(予算化)年度

客観的効果

年間削減時間

(R5-取組前)

主観的効果

30 デジタルスキルを生かし

た女性の新しい働き方支

援

令和5年度 人権施策推進課

〔〃〕

－ ・女性の雇用促進 － 働きたいと考える女性に対して、デジタルツールや

パソコン操作、デザインに関する基礎から応用まで

を学べる講座の実施や、受講後の就労につなげる本

取組は効果的であると考える。

31 確定申告の税務署データ

連携システムの導入

令和5年度 税務課

〔〃〕

－ ・還付金支払の迅速化 ・確定申告情報の電子

化

・情報提供事務の省力

化

国税庁推進のシステムを利用することの必然性があ

る取組であり、職員による円滑な利用が進むよう継

続されたい。

32 放課後児童クラブ専用ア

プリの導入

令和5年度 こども家庭支援

課

〔〃〕

－ ・利用者サービスの向

上

・情報伝達の効率化 アプリによる保護者等への伝達は、業務の迅速化、

省力化につながっているとともに、保護者等にとっ

ても利便性が高まっていると考える。

これまで放課後児童クラブ施設内で実施できなかっ

たオンライン学習を実現できるようになったこと

は、教育の面からも効果が大きい。

スタッフに対するアプリへの理解や使用方法の周知

啓発等に努め、より効果的な利用を進められたい。

33 0次予防コホート情報の

電子化共有

令和5年度 健康企画課

〔〃〕

△23時間 ・手続き手段の多様化 ・予約データ授受作業

の省力化

予約情報等をシステムにより共有できる環境を構築

できたことは、従来の手法から比較すると、各種事

務の省力化につながっているものと考える。

システムによる健診予約が大半を占めるものとなる

よう、積極的な利用周知等を行い、予約にかかる一

層の利便性向上と事務負担の軽減を図られたい。

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 1,580,000

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 2,046,000

ランニング経費 1,650,000

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 3,163,468

ランニング経費 107,635 1,291,620 1,291,620 1,291,620 1,291,620 1,183,985

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 550,000

ランニング経費



No. 取組名称 担当部署 デジタル行政推進本部における確認時の評価内容等

〔予算化部署〕 市民等側 行政(職員)側

取組開始

(予算化)年度

客観的効果

年間削減時間

(R5-取組前)

主観的効果

34 要介護認定支援システム

の更新と調査業務の電子

化

令和5年度 介護保険課

〔〃〕

－ － ・調査事務の効率化 資料準備や添削等の手間の削減に効果が上がってい

ると考える。

導入したシステム自体のファーストユーザーという

こともあり、導入業者との密な連携により、効果的

な運用が取れるよう調整を続けられたい。

35 観光MaaSシステム構築

事業

令和5年度 文化観光課

〔〃〕

－ ・観光情報の取得・予

約手段の多様化

・市内観光の促進 令和6年4月から稼働して間もなく、具体の効果を実

感するまでには至っていないが、WebポータルのPV

数からすると利用者の関心は高いと考えられる。

今後、本システムを通じた利用者向けのプロモー

ションや参画事業者の獲得、ユーザー利用増加に努

め、旅行者がシームレスに観光コンテンツを利用で

きる機会を創出し、市内での宿泊滞在型観光を推進

するとともに、地域での消費を拡大する仕組を構築

されたい。

36 屋外広告物管理のシステ

ム化

令和5年度 都市計画課

〔〃〕

△81.5時間 － ・事務の省力化 統合型GISで屋外広告物管理情報を一元管理したこと

で、1件あたりの処理時間の短縮と指導等への一層の

注力が見込まれており、効果が出始めていると考え

る。

システム化に合わせた運用の改善と定着に努められ

たい。

37 災害対策本部室の電子化 令和5年度 防災危機管理課

〔〃〕

－ － ・資料準備の省力化

・情報共有の円滑化

情報共有用モニターでの防災員等への共有と情報収

集する面で、効率性は高まったと考える。

防災員や事務局員などが災害時に円滑・効果的に活

用できるよう、体制等を整えられたい。

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 32,191,390

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 28,925,100

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 8,195,000

ランニング経費

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 599,500

ランニング経費



No. 取組名称 担当部署 デジタル行政推進本部における確認時の評価内容等

〔予算化部署〕 市民等側 行政(職員)側

取組開始

(予算化)年度

客観的効果

年間削減時間

(R5-取組前)

主観的効果

38 仮想化サーバ基盤の更新 令和5年度 デジタル行政推

進課

〔〃〕

－ － ・システムの安定運用 仮想化サーバの持続的安定稼働につながったと考え

る。

導入経費等 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

イニシャル経費 7,109,740 8,070,480 8,070,480 8,070,480 8,070,480 7,397,940

ランニング経費


